
福井市における障がい福祉従事者人材育成のあり方について 

 

福井県では障がい福祉従事者の人材育成ビジョンを策定し、初任者・中堅・熟練者に求

められる人材像や、研修体系（法定研修及び専門研修）を示している。 

 市や基幹相談支援センターには、障害福祉サービス事業所等からサービス提供に関する

ことや困難ケースへの対応について、地域の実情に関する相談が寄せられている。 

そのため、市としては県の人材育成ビジョンを踏まえつつ、地域課題に対応できる人材の

育成を目的とした研修を実施する。 

 

【県】 

・障がい福祉従事者の人材育成ビジョンの策定 

・段階別人材像の提示 

・法定研修の実施 

・専門的研修の実施 

 

 【市】 

・地域課題の把握 

・サービス事業所からの相談分析 

・地域課題に応じたテーマ設定 

・現場実践につながる研修の企画・実施 

・事業所間ネットワーク形成 

 

市が実施する研修の方向性（案） 

・市が実施する研修は、県が実施する法定研修や専門研修を補完する方向性として、地域

で共通する課題の解決や支援の質の向上を目的として実施する。 

・研修テーマは、市や基幹相談支援センターに寄せられた相談内容から抽出した課題をも

とに設定する。 

・県の人材育成ビジョンに基づく体系的な研修に加え、市が地域課題に応じた実践的な研 

修を実施することで、障がい福祉従事者の専門性向上と地域全体の支援力向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

資料２-３ 



参考  

福井県障がい福祉従事者人材育成ビジョン 

（2025 年 10 月 福井県自立支援協議会 人材育成部会）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


